
　
訓
練
所
の
朝
は
早
い
。
6
時
半
に
は

朝
の
集
い
が
あ
り
、
8
時
45
分
か
ら
語

学
訓
練
が
始
ま
る
。
午
後
も
語
学
訓
練

に
加
え
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
が
あ
り
、
夕

食
後
の
自
由
時
間
は
語
学
の
自
習
や
候

補
者
た
ち
が
企
画
し
た
自
主
講
座
で
学

び
を
深
め
る
。
消
灯
は
23
時
。
学
生
時

代
よ
り
も
勉
強
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
ん
な
訓
練
が
青
年
海
外
協
力
隊
、

日
系
社
会
青
年
海
外
協
力
隊
の
候
補
者

に
は
70
日
間
、
シ
ニ
ア
海
外
協
力
隊
、

日
系
社
会
シ
ニ
ア
海
外
協
力
隊
の
候
補

者
に
は
35
日
間
行
わ
れ
る
。

語
学
を
中
心
に

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と

技
能
を
学
ぶ

　
訓
練
所
が
あ
る
の
は
、
長
野
県
駒
ヶ

根
市
と
福
島
県
二
本
松
市
。
派
遣
国
に

応
じ
て
訓
練
所
が
決
め
ら
れ
る
。

　
訓
練
時
間
の
3
分
の
2
は
語
学
に
充

て
ら
れ
、
派
遣
先
で
必
要
な
言
語
を
学

ぶ
。
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
く
ら
い
な
ら
学
ん
だ
経
験
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
や
ア

ラ
ビ
ア
語
、
ウ
ズ
ベ
ク
語
な
ど
に
は
苦

戦
し
て
い
る
候
補
者
も
多
い
そ
う
だ
。

し
か
し
、
み
ん
な
派
遣
後
の
活
動
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
日
夜
、
勉
強
に
励
ん

で
い
る
。

　
学
ぶ
の
は
語
学
だ
け
で
は
な
い
。
派

遣
先
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
、

情
報
収
集
な
ど
の
調
査
手
法
を
地
域
で

実
践
的
に
学
ん
で
い
る
。
今
年
度
か
ら

新
た
に
開
始
し
た
「
地
域
実
践
講
座
」

で
は
、
駒
ヶ
根
市
内
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
共
に
商
店
街
の
活
性
化
を
支
援

し
た
り
、
二
本
松
の
近
く
の
岳
温
泉
で

お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
旅
館
の
手
伝

い
を
し
た
り
…
…
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

汲
み
上
げ
て
、
そ
れ
を
具
体
的
な
形
に

す
る
活
動
は
、
そ
の
ま
ま
赴
任
先
で
役

立
つ
。

　
ま
た
訓
練
所
開
設
当
初
か
ら
続
く

「
所
外
活
動
」
で
は
、
各
候
補
者
が
自

分
の
専
門
分
野
と
は
異
な
る
場
所
に
赴

き
、
受
け
入
れ
先
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

活
動
を
経
験
す
る
。
た
と
え
ば
教
師
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
候
補
者
が
、
農
家
の

手
伝
い
に
行
く
。
短
い
時
間
で
は
あ
る

も
の
の
初
め
て
の
経
験
に
視
野
が
広
が

り
、
対
応
力
も
高
ま
る
。

　
ほ
か
に
健
康
管
理
や
安
全
管
理
、
派

遣
国
事
情
、
異
文
化
適
応
な
ど
の
講
座

が
あ
り
、
派
遣
先
を
想
定
し
て
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
必
要
な
知
識
を
身
に
つ

け
て
い
く
。

　
今
回
は
、
駒
ヶ
根
訓
練
所
の
地
域
実

践
講
座
と
二
本
松
訓
練
所
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
講
座
を
取
材
し
た
。
こ
の
数

年
、
ど
ち
ら
の
訓
練
所
も
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
で
の
具
体

的
な
活
動
が
派
遣
先
で
の
活
動
に
向
け

た
実
践
的
な
経
験
に
な
る
と
考
え
、
力

を
入
れ
て
い
る
。
実
際
に
ど
ん
な
活
動

を
行
い
、
ど
ん
な
力
が
養
わ
れ
て
い
る

の
か
を
紹
介
し
よ
う
。

　協力隊としての2年間、目の前のこ
とに誠実に取り組んでもらいたい。その
中でしか見えないことがきっとあると思
います。候補者のみなさんの人生
が豊かになり、周りの人を幸せ
にできることを願っています！

駒ヶ根訓練所 所長 清水 勉さん

駒ケ根訓練所近くの農家で、所外活動の農作業をする候補者たち。

二本松訓練所でのエスタ先生（右から2番目）によるスワヒリ語の講座。

訓練所で学ぶこと

訓練の約6割を占めるの
は語学。1クラスは4人か
ら6人と少人数。話すこ
とに重点を置いた実践的
な訓練が行われる。

語学訓練

地域に出て、自分の専
門とは異なる分野で活
動を行い、見聞を広め
る。写真は、障害者施
設「西駒郷」でミシン
作業を手伝う候補者。

所外活動

派遣国研究や異文化適
応などの授業もある。写
真は世界の富の不平等
を学ぶ貿易ゲームの様
子。

国際理解

テロなどを想定した安全
管理の訓練も必須。武
装勢力に襲われた場合
の対処法を学ぶ訓練に
は緊張感がある。

安全管理

動
か
ず
伏
せ
て
！

派遣前の

訓練中

海外協力隊の選考に合格した隊員候補者（以下、候補者）が、派遣国で存分に力を発揮し
安全に活動するために必要な知識や技能を学ぶ場所、それが駒ヶ根訓練所と二本松訓練所だ。

世界に羽ばたく
日に向けて

JICA海外協力隊の派遣前訓練をレポート！

写真⃝光石達哉（p.10〜12）、埒 由起子（p.10〜11、13）　文⃝光石達哉、編集部

　派遣前訓練でさまざまな技能を培い、強い
使命感を持って派遣国で経験を積み、協力
隊員たちは“フロンティア人材”として戻っ
てきます。こうした人材こそが、これから
の日本と世界に必要となりますよ！

二本松訓練所 所長 洲崎毅浩さん

JICA海外協力隊
いつか世界を変える力になる。
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10January 201911 January 2019



栄養士として地域に密着して
活動するので、協力活動は
とてもよい経験になります。

きっかけは  ずっと興味がありました。
語学スキルは  TOEIC は400 点。スペイン語初心者。毎日が闘い。
家族の反応は  グアテマラに訪ねてくる気満々です（笑）。

／ 応募時を思い出してひと言！／

1994年に開所した
二本松訓練所。

20代から70代まで多様な
バックグラウンドを持つ

候補者が集まる。
タイでは、人身取引
被害者保護センターで

活動します。

（タイ、青少年活動）
山本さくらさん

　
二
本
松
訓
練
所
で
2
年
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
講

座
」。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
所
長
の
洲

崎
さ
ん
は
こ
う
語
る
。「
訓
練
所
に
近
い

岳
温
泉
で
は
、
地
域
活
性
化
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
候
補
者
に
二

本
松
市
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
情
報
の
発
信
の
仕
方
を
考
え
て
も
ら

い
ま
す
。
派
遣
国
で
は
必
要
な
情
報
を

得
て
、
活
動
内
容
を
広
報
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
多
い
。
き
っ
と
役
に

立
つ
と
思
い
ま
す
」。

　
こ
の
日
は
候
補
者
1
0
0
名
以
上

　
2
0
1
8
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
地
域
実
践
講
座
」。
派
遣
後
、
即
戦
力

と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
街
に
出

て
市
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
課
題
を

見
つ
け
、
改
善
策
を
提
案
す
る
実
践

的
な
訓
練
だ
。
駒
ケ
根
訓
練
所
で
10

月
か
ら
訓
練
を
受
け
て
い
る
候
補
者

1
1
1
人
は
、
分
野
が
異
な
る
10
の

団
体
に
分
か
れ
て
、
9
日
間
36
コ
マ
に

わ
た
り
活
動
し
て
い
る
。

　
そ
の
ひ
と
つ
、
赤
穂
公
民
館
で
は
4

人
1
組
の
3
チ
ー
ム
が
公
民
館
で
開
催

す
る
市
民
向
け
講
座
の
内
容
を
提
案
し

た
。
以
前
の
候
補
者
か
ら
も
、
落
語
と

季
節
の
食
事
を
合
わ
せ
た
講
座
、
防
災

関
係
の
講
座
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
が

あ
っ
た
と
い
い
、
館
長
の
小
松
民
敏
さ

ん
は
「
候
補
者
の
感
性
が
す
ば
ら
し
く

て
、
個
性
を
生
か
し
た
課
題
の
と
ら
え

方
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
評
価
す

る
。
提
案
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
た
講
座

は
、
2
0
1
9
年
度
に
公
民
館
で
実

施
さ
れ
る
。
候
補
者
の
東

あ
づ
ま

雅
史
さ
ん
は

「
私
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
住
民

に
感
染
症
予
防
の
啓
発
活
動
を
す
る
予

定
で
す
。
今
回
の
活
動
で
は
住
民
か
ら

が
8
つ
の
班
に
分
か
れ
、
二
本
松
城
跡
、

地
元
の
老
舗
和
菓
子
屋
、
酒
蔵
、
上
川

崎
和
紙
工
房
な
ど
を
訪
れ
、
そ
の
魅
力

を
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
取
材
。

後
日
、
そ
の
動
画
や
写
真
を
使
い
、

P
R
ビ
デ
オ
と
ポ
ス
タ
ー
を
完
成
さ

せ
る
。
今
回
は
二
本
松
市
の
観
光
課
か

ら
制
作
物
を
活
用
し
た
い
と
い
う
具
体

的
な
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
候
補
者
た

ち
も
と
て
も
力
が
入
っ
て
い
た
。
中
に

は
、
取
材
す
る
場
所
や
お
店
を
休
み
の

日
に
下
見
に
訪
れ
、
ど
こ
で
ど
ん
な
撮

影
を
す
る
の
か
き
ち
ん
と
準
備
し
て
き

て
い
る
人
た
ち
も
い
た
。
こ
の
講
座
が

派
遣
国
で
の
活
動
の
モ
デ
ル
に
な
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
る
の
で
、
取
り
組
み

方
も
真
剣
だ
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
委
員
と
し
て
、

こ
の
講
座
を
ま
と
め
て
き
た
山
本
さ
く

ら
さ
ん
は
こ
う
語
る
。「
地
元
の
人
た

ち
が
と
て
も
や
さ
し
く
て
、
い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
れ
る
の
で
、
二
本
松
の
人
た

ち
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
み
ん
な

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
き
っ
と
、
私

が
隊
員
と
し
て
タ
イ
に
行
っ
て
も
同
じ

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
、〝
よ
そ
も
の
〞
と
し
て

な
に
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
」。

　
地
域
の
中
に
入
り
、
情
報
を
整
理
し
、

外
に
向
け
て
的
確
に
発
信
し
て
い
く

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
講
座
は
、
二
本
松

で
の
特
徴
あ
る
訓
練
と
な
っ
て
い
る
。

想
像
し
て
い
な
い
よ
う
な
意
見
が
出
る

こ
と
も
あ
り
、
も
っ
と
準
備
し
て
臨
ん

だ
ほ
う
が
い
い
の
か
な
と
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
ひ
き
こ
も
り
や
一
人
親
家
庭
の
子
ど

も
た
ち
に
勉
強
の
場
を
提
供
す
る
「
つ

な
ぐ
♡
H
U
B
」
で
は
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
6
人
の
候
補
者
が

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
た
。
そ
の
ひ

と
り
、
窪
田
洋
子
さ
ん
は
「
こ
こ
で
働

い
て
い
る
人
た
ち
は
パ
ワ
フ
ル
で
話
し

て
い
る
と
元
気
が
も
ら
え
る
。
私
も
あ

ん
な
ふ
う
に
現
地
で
活
動
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
」
と
刺
激
を
得
て
い

た
。

　
駒
ケ
根
訓
練
所
の
所
長
、
清
水
勉
さ

ん
は
「
候
補
者
は
自
分
た
ち
が
支
援
す

 
地
域
に
入
る

力
を
培
う

地
域
実
践
講
座

 

情
報
発
信
の

力
を
育
む

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
講
座

赤穂公民館で住民にインタビューを行い、講座の内容の希望を探る。派遣後にも
生かされる活動だ。

インタビューした内容をもとにどのような提案を行うか、チーム
で話し合う。

子どもたちにマンツーマン
で勉強を教える活動。地
域の人たちとのコミュニ
ケーション力を養う。

フィールドワーク開始前には二本松市の観光協会の人も訪
れ、激励の言葉をかけていた。

「二本松の菊人形」をPRする菊むすめの取材をする候補者たち。

城跡内にある「洗心亭」で抹茶を供している婦人会の方
を取材。地元の中学生が描いた屏風について話を聞く。

集合のシーンは、PRビデオのラストを飾るかもしれない。

駒ヶ根訓練所二本松訓練所

る
つ
も
り
が
、
逆
に
子
ど
も
た
ち
に
勇

気
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
話
を
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
協
力
隊
員
が
派
遣
国

で
感
じ
る
こ
と
と
ま
っ
た
く
同
じ
。
そ

れ
に
気
づ
け
た
だ
け
で
も
、
こ
の
講
座

の
価
値
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
地

域
住
民
と
接
す
る
意
義
を
話
し
て
い
た
。

洗
心
亭
を
P
R
！

住
民
の
生
の

声
を
聞
く

駒ヶ根市

長野県

二本松市

福島県

1979年に開所した駒ヶ根訓練所。現在は、
年4回（1次隊から4次隊まで）候補者が入
所し訓練を行っている。

次はどこを取材する？

きっかけは  青少年が自らの価
値を認め、安心して生活でき
る社会を実現したいと思っ
たから。
語学スキルは  英 語 は、高 校 教
員の経験あり。タイ語は初心
者ですが、奮闘中。
家族の反応は  昔から応援してく
れています。

／ 応募時を思い出してひと言！／

窪田洋子さん（グアテマラ、栄養士）

きっかけは  自身のキャリアアップのためです。
語学スキルは  簡単な日常会話程度は OK。
家族の反応は  心配しているが、いつも応援してくれています。

／ 応募時を思い出してひと言！／
東雅史さん（パプアニューギニア、感染症・エイズ対策）

感染症・エイズ対策隊員として
マラリアやエイズの予防の知識を

伝える活動をします。

JICA海外協力隊
いつか世界を変える力になる。
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